
世
弟
三
音
十

丸
山
豊
の
生
涯
と
業
績

第
一
節

年

譜

一
九
一
五
年
(
大
正
四
)
三
月
三
十
日
、
福
岡
県
八
女
郡
広
川
町
大
字
新

代
八
二
一
番
地
で
、
医
師
丸
山
平
次
郎
、
妻
ヒ
テ
ヲ
の
長
男
と
し
て

生
れ
た
。
一
姉
あ
り
、
文
子
と
い
う
。
代
々
神
職
の
家
で
あ
っ
た
が
、

祖
父
光
礁
の
と
き
に
神
職
を
廃
し
て
医
師
と
な
る
。
こ
の
祖
父
は
評

判
の
秀
才
で
文
才
に
富
ん
で
い
た
と
聞
く
が
、
後
に
遺
っ
て
い
る
の

は
あ
ほ
だ
ら
経
の
作
詞
ノ

l
ト
の
み
。
性
質
は
閥
達
だ
が
、
放
坪
で
、

家
財
を
殆
ど
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
ヒ
テ
ヲ
は
そ
の
一
人
娘
。
養
子
に

き
た
平
次
郎
は
久
留
米
の
荘
島
町
生
れ
。
下
級
武
士
の
子
で
、
律
義

だ
が
、
病
身
で
あ
っ
た
。
そ
の
夏
、
両
親
と
と
も
に
久
留
米
市
日
吉

町
八
九
番
地
に
転
居
。
某
料
亭
の
跡
を
借
り
て
、
父
は
泌
尿
器
科
医

院
を
開
業
し
た
。

一
九
一
八
年
(
大
正
七
)

医
院
は
久
留
米
市
櫛
原
町
六
番
地
に
移
る
。

屋
敷
の
な
か
に
楠

.

.

.

.

.

.

.
 

の
大
樹
一

O
本
あ

、
t
a・
司

」

岨

ま

り

、

肉

桂

の

木

、

J
旬

、

、

一
川

ザ

ボ

ン

の

木

な

ど

古

川

片

…

一

ド

ド

正

八

)

EMEsau
-刊ル

I
テ
ル
教
会
経

・4E剛
司

1
一
ル

営

の

日

善

幼

稚

園

-
E
R
M・
-
・

に
入
園
。
日
曜
日

に
は
教
会
日
曜
礼

キ
リ
ス
ト
教
的
影
響
は
ほ
と
ん
ど
受
け
ず
。

拝
に
通
っ
た
が
、

一
九
二

O
年
(
大
正
九
)
四
月
弟
忠
良
誕
生
。
父
は
病
弱
の
た
め
短
気

で
あ
っ
た
が
、
徹
底
し
た
合
理
主
義
者
で
、
自
由
主
義
の
傾
向
も
強

か
っ
た
。
極
端
に
子
煩
悩
で
、
子
供
た
ち
は
父
に
叱
責
さ
れ
た
覚
え

カ
な
し

一
九
二
一
年
(
大
正
十
)

四
月
久
留
米
市
日
吉

尋
常
小
学
校
入
学
。

小
学
校
は
市
の
中
心

部
に
あ
り
、
軍
人
・

医
師
・
呉
服
問
屋
・

芸
妓
置
屋
等
の
子
弟

が
多
く
、
ぜ
ん
た
い

に
利
発
早
熟
の
傾
き

が
あ
っ
た
。

一
九
二
五
年
(
大
正
十
四
)

秋
、
医
院
は
さ
ら
に

久
留
米
市
荘
島
町
法

雲
寺
丁
七
五
番
地
に

移
る
。

一
九
二
七
年
(
昭
和
二
)
中
学
明
善
校
入
学
。
同
学
年
に
絵
画
や
詩
歌

を
好
む
も
の
多
し
。
河
北
倫
明
・
岸
田
勉
等
も
同
学
年
で
あ
っ
た
。

弁
論
部
と
美
術
部
に
入
部
。
河
北
と
小
雑
誌
『
麦
笛
』
を
作
る
。
約

一
カ
年
で
廃
刊
。
白
秋
詩
を
愛
読
し
、
朝
日
新
聞
に
詩
を
投
稿
し
て

白
秋
に
よ
り
入
選
し
た
こ
と
が
あ
る
。

一
九
二
八
年
(
昭
和
三
)
句
作
を
は
じ
め
、
河
野
静
雲
主
宰
の
『
木
犀
』

に
投
句
。
一
年
上
級
で
あ
っ
た
石
田
光
明
、
同
学
年
酒
井
富
夫
等
と

明
善
俳
句
研
究
会
を
結
び
句
誌
『
緋
繊
』
を
発
行
し
た
。

一
九
二
九
年
(
昭
和
四
)
授
業
時
間
中
、
こ
っ
そ
り
『
戦
旗
』
が
回
覧

左から豊、弟忠良、父平次郎、母ヒテヲ
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九九
文おの郎三ス人三の前すさ
江な他とートた O 眼衛。れ
をじに詩年とち年が的同た
知欄は誌(し 2(少詩級り
りに近『昭て官昭し人生し
推藤日和の早和ず青井た

一一_.. - 修薦益時六牛空五つ木上の
高 |一 二 ".・r.t.岨直明空調 学し雄計)島大)開勇光が
等 七 - -d~rjjl幽圏 旅てが』 春二 けを臣こ
学 t ，~_ ....... 酬酔椿町六司.. 題担園 行あいや玉子出野て知にの

』 ー・I 吋一 一一司 のった『月を早田きる誘頃
で 早稲田時代の豊氏倹箱根) 途た。ぽ二知主宇た。わ

は 一 次こ『え十る苧太。『れ句
同 九 と詩む九。三郎詩て作
級に三小たに田小島父三る治とくそ友が神』日 とと と同の
にふ女学め入大石安にニ。教な。の人機』を、 の友 詩人興
八るせ五発学学川賢無年 程る詩強と縁に刊弟 交情 論誌さ
木まき年熱。第のの断......... L._ 0 誌 烈とで作行三 流を i'====j]め
義つが生病こ一八姉で昭 等校『なも鹿品す孝 は結 を街、
徳て子で臥の高尋夫上和 の内椎詩に児が。死 じぶ よ路詩
等く供あしと等を婦京七 読にの精彼島推同亡 ま。 み樹作
がれなったき学訪でし) 書「木神女の薦人。 る福 、』に
いたがたが肩院れあ、 会無』にを詩さに野 。岡 現 iEの
た。ら八、桃仏、る姉四 を産のお訪人れは田 マ市 代参み
しこ親尋当炎文早東婿月 つ者同ど間藤る二宇 ノレの 詩加熱
、れ切の時の科稲京中、 く政人ろ片田。人太 キ詩 へ片中

が
今
日
の
妻
で
あ
る
。

W 押 ""W""1'[7 ・ん . 友長通たの光-L¥χf>-.沼町 ;}乙 ・〆7' E 
九 腿RT弘Y I人のつ。木等年

をはし三介入よ 陪ぬ骸グ ノ~ I二詩たー』と違
「じた玉をとり r，.fJtF~~ I ;;:> I名人り方の交い
よま「年しな自 仇Kγ ~... Iとを、、同わに
びるリ(たる費 l~ν ‘ a・E孟....A~...... I大訪パ友人りは
な。ベ昭。。出 凶品温・圃・..  縄圃h;;山也J 」 島問レ人と、木
刊二ル和 『時 同F盟国・E 跡 事 面温副 ・し l等い雑下
行月テ十 詩 I-.~"司・・面・F盃置薗.薗E;:エ石二討 伊た靴とう誌タ
会、の) 法斐 ド孟4・・・・F・・通話~'J 豆りを『こ『爾

ム 』さi ト.. 胃置圃圃圃，司.底抗21主主l旅、買早と貿も
よ平三一 誌準 irA里ーー里乙ーニ湾Et，栃副 行まつ稲で易い
り次を月 上本 ト-<<1謹!f;~~，~，-".寸置?略プ; 。とて田、風た
出郎創、 では l-司司圃幽J な ーr__Wi..- M_ J さま舞童中』が
版他設久 渡腎 久留米医学専門学校 4年生の豊(左端) らり踊謡野の、
。界。留辺思 ー ーにのを』の同縁
装。こ米修工 九 九別な学を百人あ
釘十ので ミ高を尺プ四イ田野三在カ部医第三のいん創固とつ
は二年文 N 。「 」月エ春田四。月に学一三友生だ刊宗なて
野月か化 『十ボ詩詩「ル海宇年 間入専高年人活りし治る丸
田、ら擁 破ーア集稿ボの・太( 壱部門等(主を、たへ。山
宇詩矢護 璃月イ『及アク俣郎昭 岐。学学昭一つ野。の末は
太集野を の、エ破びイラ野・和 鯨こ校院和人づ田築訪席上
郎『朗旗 乳『ル璃色エ Z衛青九 伏の入退八でけ宇地問な級
のよとじ 房詩のの紙ル と木) 温夏学学)天宍太小もがの
好びのる 』法さ乳展のを「勇 泉、。。 草 郎劇つら石
意な交し の』フ房。ク結ボ・三 に約乗九四紀八と場づ『川
。』友と 紹同Z』十ラ巧ァ原月 滞一馬州月句尺年にけ椎利
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一
九
三
六
年
(
昭
和
十
ご
六
月
、
「
リ
ベ
ル
テ
の
会
」
解
散
。
矢
野

朗
等
と
『
文
学
会
議
』
を
創
刊
し
、
火
野
葦
平
も
参
加
。

一
九
三
七
年
(
昭
和
十
ニ
)
三
月
、
九
州
医
学
専
門
学
校
を
卒
業
す
。

一
旦
母
校
内
科
医
局
に
入
局
し
た
後
、
学
友
の
叔
父
の
経
営
で
あ
る

鎌
倉
大
庭
病
院
に
就
職
を
決
め
た
。
『
文
学
会
議
』
を
脱
退
す
。
五

月
、
鎌
倉
材
木
座
大
庭
病
院
に
就
職
。
こ
の
年
は
医
学
に
専
念
し
、

文
学
的
交
友
と
し
て
は
川
口
敏
男
、
川
田
総
七
の
来
訪
を
受
け
た
だ

け
で
あ
る
。
坂
本
越
郎
の
『
純
粋
詩
』
に
同
人
と
し
て
参
加
。
十
二

月
、
徴
兵
検
査
の
た
め
一
時
帰
郷
。
第
二
補
充
兵
役
。

一
九
三
八
年
(
昭
和
十
三
)
義
兄
重
症
肺
炎
に
擢
り
、
看
護
の
た
め
福

岡
県
朝
倉
郡
に
帰
る
。
経
過
永
び
き
、
止
む
を
え
ず
大
庭
病
院
を
退

職
。
三
月
祖
父
光
礁
福
岡
県
小
石
原
に
て
急
逝
。

四
月
、
下
関
市
田
中
町
佐
島
病
院
に
就
職
。
下
関
の
桑
原
圭
介
、
今

回
久
、
小
倉
の
東
潤
等
と
の
交
際
が
は
じ
ま
る
。
十
二
月
、
詩
集
『
白

鳥
』
を
純
粋
詩
双
書
の

一
冊
と
し
て
昭
森
社
よ

り
出
版

一
九
三
九
年
(
昭
和
十
四
)

三
月
、
佐
島
病
院
を
退

職
し
久
留
米
に
帰
る
。

久
留
米
諏
訪
野
町
に
父

の
親
友
の
経
営
す
る
小

川
医
院
あ
り
、
院
長
病

臥
中
に
て
、
請
わ
れ
て

診
療
を
代
行
す
る
こ
と

に
な
る
。
医
院
は
師
団

司
令
部
の
前
に
あ
り
、

近
隣
に
高
級
軍
医
多
し
。

前列左から昭和 13年 12月「白鳥」出版祝賀会

6番目(於下関)

に越りね稿務 ー

隠郎回てをに ー:~一一-ー ! ca-.-==.J 九 九
密序送翌まつ !な覆F・・F L F 「醤画圃四とすを病四閲兵召
裡文さーとく ・晶画通園，... " JI・・ーな。執院 O 病四集
に。れ七め o 箇川電I~園 莞仁宅;圃年る野筆附年院八近
久)た年て詩・・・・E睡 tl.J・睡司~_.・・・・(。因 。見(に連し
留十自五送集・・・・園開園回開園・EJII・・4・・・昭久宇六習昭仮隊と
米一ら月る『 圃F開.開園軍事セーも司a~ 和留太月土和寓にう
を月の中 。未 凶・圃a・・圃圃圃彊;y面白‘ 4・a・ι4十米郎 、官十 。入な
出、本国(来 開画面匿事買:=ztぢ亨a・・・RJ 六市と小と五 隊が
発阪を雲出』 匝型圏魁 ?と7行子一ヶ 月ヨ・座間 )西詩説し)
し口掌南征を .-峰~士一2"'-有ト| 町誌家て 十れ
、兵に省す昭 一一一一一 一一一一一 -I 三神『新入一 二
こ団しにる森 昭和 15年 5月上京する野田宇太郎のための送 月浦行樹隊月 月九
の司た駐ま社 別会左から安西均、秋山六郎兵衛、丸山豊、 、よ情光 。 、 、月
日令。屯でよ 坂宗一野田宇太郎豊は軍服姿である 事り詩子営臨 ー

輸部装しにり 情陸』と内時旦軍
送附画、発出予帰終すり医女八を校訪市をあ軍をの生召 除医
船軍はこ刊版想隊えこ、師せ尋受に問吉解り病刊文活集 隊予
に医海こにすしとてと新藤きにけ派。岡くて院行通のを 。備
分と老で至るた同久が夫田は滞る遣八禅。新に。がま受 久員
乗し原はらこ坂時留で婦と北在。さ月寺こ樹通十はまけ 留候
して喜じずと口に米きと結里すこれ、洞の光勤ーじ小、 米補
て兵之め、に兵、陸た歓婚研。の、陸を頃子す月ま説久 市者
門団助て戦な団新軍。談早究八間特軍しよと。軍り『留 両と
司と。故旅り編作病教を々所尋東別軍ばりの 医、韓米 替し
港と阪国を、成戦院育つで員の京教医し福婚 少婚温陸 町て
をも本よ重詩業をにをくあの三の育学ば岡約 尉約』軍 本歩
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出
航
、
南
方
に
向
う
。
日
本
の
陸
軍
部
隊
と
し
て
は
じ
め
て
赤
道
を

通
過
し
た
。
「
パ
ラ
オ
」
島
に
て
開
戦
を
待
機
。
十
二
月
、
フ
イ
リ

ツ
ピ
ン
・
ダ
パ
オ
に
敵
前
上
陸
。

一
九
四
二
年
(
昭
和
十
七
)
一
月
、
ボ
ル
ネ
オ
・
タ
ラ
カ
ン
島
敵
前
上

陸
。
ボ
ル
ネ
オ
・
パ
リ
ク
パ
パ
ン
沖
で
深
夜
海
戦
が
は
じ
ま
り
、
私

の
輸
送
船
に
隣
し
た
輸
送
船
等
沈
没
。
翌
二
五
日
朝
パ
リ
ク
パ
パ
ン

上
陸
。
三
月
、
ジ
ャ
ワ
・
ク
ラ
ガ
ン
に
敵
前
上
陸
。
軍
の
先
頭
を
疾

走
し
て
パ
タ
ピ
ヤ
に
至
る
。
四
月
、
ピ
ル
マ
・
ラ
ン
グ

l
ン
上
陸
。

ピ
ル
マ
を
北
上
し
て
中
国
雲
南
省
怒
江
の
河
岸
に
至
る
。
竜
陵
に
駐

屯
。
六
月
、
重
症
マ
ラ
リ
ア
に
て
野
戦
病
院
に
入
院
。
後
送
さ
れ
て

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
向
う
。
十
二
月
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
着
。
ジ
ヨ
ホ

l
ル

パ
ル
陸
軍
病
院
に
入
院
。

一
九
四
三
年

(
昭
和
十
八
)

三
月
、
軍

医
中
尉
に

進
級
す
。

退
院
し
て
、

マ
レ

l
・

ラ
ン
グ

l

ン
を
経
て
、

再
び
ピ
ル

マ
を
北
上
、
雲
南
省
騰
越
に
到
着
。
司
令
官
は
水
上
源
蔵
少
将
。

一
九
四
四
年
(
昭
和
十
九
)
五
月
、
北
ピ
ル
マ
・
ミ
イ
ト
キ

l
ナ
死
守

の
戦
闘
は
じ
ま
る
。
八
月
、
ミ
イ
ト
キ

l
ナ
守
備
隊
司
令
官
水
上
少

将
自
決
さ
れ
、
遺
骨
を
首
に
し
て
敵
陣
を
突
破
。
十
月
、
雲
南
省
古

市
の
竜
部
隊
司
令
部
に
到
着
。
こ
の
後
、
北
ピ
ル
マ
よ
り
中
部
ピ
ル

マ
を
経
て
タ
イ
国
に
至
る
い
わ
ゆ
る
白
骨
街
道
の
患
者
輸
送
及
び
中

歩兵 148連隊(龍 6735部隊)本

部前で撮影

継
業
務
に
あ
た
る
。

一
九
四
五
年
(
昭
和
二
十
)
八
月
、
ピ
ル
マ
・
タ
イ
国
境
線
上
に
て
終

戦
。
象
に
乗
っ
て
タ
イ
国
に
移
る
。
中
部
タ
イ
・
パ
ン
ダ

l
ラ
に
て

約
半
年
帰
国
の
便
を
待
つ
。
軍
医
大
尉
と
な
る
。

一
九
四
六
年
(
昭
和
二
十
ご
浦
賀
上
陸
を
経
て
、
六
月
八
日
久
留
米

駅
着
。
八
女
郡
広
川
町
松
崎
方
に
疎
開
し
て
い
た
母
の
も
と
に
到
着
。

八
月
、
既
に
南
方
戦
よ
り
帰
還
し
て
い
た
弟
忠
良
が
暫
定
的
に
継
承

し
て
い
た
小
川
病
院
を
引
受
け
、
久
留
米
市
諏
訪
野
町
二
三
二
七
番

地
で
丸
山
医
院
を
開
設
。
十
一
月
、
戦
争
未
亡
人
と
な
り
遺
児
玲
子

を
つ
れ
て
福
岡
県
朝
倉
郡
夜
須
町
に
疎
開
し
て
い
た
八
尋
せ
き
と
会

λ
ノ
。

一
九
四
七
年
(
昭
和
二
十
二
)
二
月
、
詩
集
『
孔
雀
の
寺
』
を
金
文
堂

よ
り
上
梓
。
装
画
は
岸
田
勉
。
三
月
、
八
尋
せ
き
と
婚
約
す
。
四
月
、

野
田
宇
太
郎
・
安
西
均
・
佐
藤
隆
・
俣
野
衛
・
一
丸
章
を
同
人
に
誘

う
て
詩
誌
『
母
音
』
を
創
刊
。
ま
も
な
く
、
伊
藤
桂
一
・
阿
部
隆
助
・

木
下
タ
爾
・
川
口
敏
男
等
参
加
。
五
月
、
八
尋
せ
き
と
結
婚
。
媒
灼

は
中
島
安
賢
夫
婦
。
十
二
月
、
詩
集
『
地
下
水
』
を
母
音
社
よ
り
出

版
。
表
紙
絵
は
坂
本
繁
二
郎
。
造
本
は
俣
野
衛
。

一
九
四
八
年
(
昭
和
二
十
三
)
三
月
、
径
子
出
生
。
四
月
、
『
母
音
』

に
谷
川
雁
参
加
。
ま
た
柿
添
元
・
小
島
直
記
・
安
田
満
参
加
。

一
九
四
九
年
(
昭
和
二
十
四
)
二
月
、
『
母
音
』
第
八
号
に
谷
川
健
一

参
加
。
岸
田
勉
・
赤
星
孝
参
加
。
こ
の
号
で
第
一
期
『
母
音
』
終
了
。

三
月
、
九
州
大
学
医
学
部
専
攻
生
と
な
る
。
指
導
は
樋
口
謙
太
郎
教

授
。
十
二
月
、
長
男
泉
誕
生
。

一
九
五

O
年
(
昭
和
二
十
五
)
三
月
、
第
二
期
『
母
音
』
出
発
。
森
崎

和
江
・
平
田
文
也
・
高
木
護
・
松
永
伍
一
・
川
崎
洋
・
有
田
忠
郎
・

各
務
章
・
石
本
(
鵜
飼
)
礼
子
等
新
人
の
執
筆
は
じ
ま
る
。
ま
た
、

石
田
光
明
・
桑
原
圭
介
等
も
参
加
す
。
十
月
、
久
留
米
大
学
医
学
部
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専
攻
生
と
な
る
。
指
導
は
重
松
俊
教
授
。
十
月
、
岸
田
勉
と
は
か
り

久
留
米
連
合
文
化
会
創
設
。
こ
の
準
備
期
間
よ
り
昭
和
二
十
七
年
秋

に
至
る
ま
で
、
こ
の
会
の
経
営
に
精
根
を
つ
く
す
。
こ
の
十
二
月
か

ら
昭
和
二
十
七
年
秋
ま
で
久
留
米
連
合
文
化
会
副
会
長
。
「
毎
日
小

中
学
生
新
聞
」
児
童
詩
の
選
に
あ
た
る
。
(
昭
和
二
六
年
ま
で
)

一
九
五
一
年
(
昭
和
二
十
六
)
一
月
、
久
留
米
市
歌
補
作
。

一
九
五
二
年
(
昭
和
二
十
七
)
七
月
、
第
二
期
『
母
音
』
終
了
。
十
月
、

公
選
市
教
育
委
員
に
最
高
点
で
当
選
。
選
挙
責
任
者
は
石
田
光
明
。

(
昭
和
三
十
一
年
九
月
三

O
日
辞
任
)
、
十
二
月
、
新
居
竣
工
、
莫

愁
居
と
名
づ
く
。

一
九
五
三
年
(
昭
和
二
十
八
年
)
一
月
、
中
原
繁
登
の
熱
意
に
ほ
だ
さ
れ

て
、
九
州
朝
日
放
送

(
K
・
B

・
C
)
創
立
に
力
を
つ
く
す
。
光
生

活
協
同
組
合
理
事
長
と
な
る
。
第
三
期
『
母
音
』
は
一
号
発
行
し
た

だ
け
で
あ
っ
た
が
、
上
田
敏
雄
・
崎
村
久
邦
・
八
坂
安
守
等
も
参
加

し
た
。
八
月
、
九
州
朝
日
放
送
取
締
役
。
荒
尾
高
校
校
歌
作
詞
。

一
九
五
四
年
(
昭
和
二
十
九
)
五
月
十
六
日
を
第
一
回
と
し
、
毎
月
一

回
、
岸
田
勉
と
坂
本
繁
二
郎
訪
問
を
つ
づ
け
る
。
第
四
期
『
母
音
』

i
ti
t
i
l
-
-
1
1
d
l

発
足
。
谷
川
雁
の

-a司
封
p
i
m
i
--
噛

「

原

点

が

存

在

す

F
E眠
日
W
A
--γ
1
EE--』
掴

剤

る

」

を

巻

頭

エ

ツ

-
-
ph
r

・-、.J
M
E凶
正

セ

イ

と

し

、

森

崎

.. ，EE司寸
J
F

J
uj
M回
ゴ

和

江

・

松

永

伍

宮
司

-j
E野
市

-f
ν

』・7
一
・
野
田
寿
子
-

E
繋
ィ

ト.
.
 
，
開

対
W
岨

4
2
平
田
文
也
・
高
木

... ，
f-UN
E---------wvh
fp・
ト

h

-pviパ
E
.
.
.
 ，，量
D
護
・
広
瀬
美

T

I
l
l
-
-
I
l
l
l
1
1
1
I
l
l
i
-
-
-

中
野
正
保
等
活
溌

に
執
筆
。
今
回
久
・
加
藤
真
一
郎
・
弓
削
三
男
も
参
加
す
。
七
月
、

久
留
米
大
学
校
歌
作
詞
。
十
一
月
、
谷
川
雁
の
詩
集
『
大
地
の
商
人
』

を
刊
行
。

一
九
五
五
年
(
昭
和
三
十
)
六
月
、
医
学
博
士
。

一
九
五
六
年
(
昭
和
三
十
ご
第
四
期
『
母
音
』
終
刊
。

一
九
五
七
年
(
昭
和
三
十
二
)
民
事
及
び
家
事
調
停
委
員
と
な
る
。
十

一
月
、
詩
集
『
草
刈
』
を
昭
森
杜
よ
り
出
版
。
同
詩
集
出
版
記
念
会

が
旭
屋
で
開
催
。
(
※
)

一
九
五
八
年
(
昭
和
三
十
三
)

九 九九
八(六筑詩人六六
月国五邦人 O 四二
、文年高会番年年
西社(校設地...-......-... 
日)昭校立に昭昭
本を和歌。移和和
短出四、代す三三
大版十三表。十十
附 o -..._.;井幹二九七
属装三中事月-..._.;-..._.; 
高画月央。、一玲
校は、高城詩月子
校野詩校南誌 、 、 詩誌『母音』の同人右から二人目が豊

歌見集校高『医富和 32年 11月 10日撮影)

作山『歌校火院川
詞睦愛等校』を昭 九 九留
o f口に作歌を久にど服加渡『歌人六他退九五幕米
つ詞、終留嫁。部藤辺火作月一界任州九式医
全ぃ。久刊米す 伸真修』調、年。。朝年が師
菜て 留 0 市 0 六一三を一。福( 十日(行会

市の 米七諏 ・郎・発九岡昭 月放昭わ館
，|Jデ 高月訪 桑・滝イ丁目農和 、送和れに
三ッ 校、野 原今日 凡芸三 母取三る詩
すサ 校福町 圭田武同 高十 ヒ締十。碑
言、 歌岡二 介久士人詩校六 テ役四※、
。』 、県二 な・ -q誌校) ヲを) 除

十
二
月
、

(昭
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一
九
六
六
年
(
昭
和
四
ご
秋
、
現

代
詩
研
究
会
タ
キ
ギ
塾
を
ひ
ら

く
。
久
留
米
市
公
平
委
員
長

豊
(
昭
和
四
十
四
年
八
月
三
十
一

川

日

ま

で

)

村
一
九
六
七
年
(
昭
和
四
十
二
)
三
月

搬
よ
り
西
日
本
新
聞
読
者
文
芸
の

政
選
詩
を
担
当
。
九
月
、
ア
ラ
ゴ

磨

ン

主

催

の

「

E
∞

E
ゴ
宮
∞

併

号

S
わ
包
∞
。
∞
(
九
月
十
三
日
号
)
」

圃
誌
上
に
、
「
十
人
の
日
本
詩
人
」

H
H
U
H

凶。。
Ha--
〈
m
w
H
口
ω
'『
ω同
)
O
ロ
ω仲
間

凶

HH

(
E
)
と
し
て
草
野
心
平
と
共

に
紹
介
さ
れ
る
。

一
九
六
八
年
(
昭
和
四
十
三
)
二
月
、
高
血
圧
と
虚
血
性
心
臓
病
の
た
め

臥
床
。
四
月
、
長
篇
詩
「
夏
の
中
心
」
執
筆
開
始
。
圏
伊
玖
磨
作
曲

合
唱
組
曲
と
し
て
「
筑
後
川
」
を
作
詞
。
五
月
、
詩
集
『
白
鳥
』
(
復

刻
版
)
を
プ
ロ
ダ
ク
ト
埴
輪
よ
り
刊
行
。

一
九
六
九
年
(
昭
和
四
十
四
)
六
月
、
西
日
本
新
聞
に
連
載
随
筆
「
月
白

の
道
」
を
執
筆
。
八
月
、
合
唱
組
曲
「
筑
後
川
」
の
楽
譜
が
カ
ワ
イ

楽
譜
よ
り
発
行
さ
る
。

一
九
七

O
年
(
昭
和
四
十
五
)
四
月
、
思
潮
社
よ
り
詩
集
『
水
上
歩
』
出

版
。
随
筆
『
月
白
の
道
』
を
創
言
社
の
手
に
て
出
版
。
序
文
は
安
西

均
。
六
月
、
九
州
沖
縄
文
化
協
会
の
た
め
に
「
南
の
歌
」
作
詞
、
作

曲
は
森
脇
憲
三
。

一
九
七
一
年
(
昭
和
四
十
六
)
八
月
、
旧
作
『
瞳
温
』
を
矢
野
朗
の
批
評

文
と
、
自
ら
の
後
記
を
添
え
て
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
埴
輪
よ
り
土
木
。
熊

本
に
於
け
る
九
州
詩
人
祭
の
開
催
に
成
功
。
席
上
「
詩
と
沈
黙
」
と

題
し
て
講
演
。
十
月
、
タ
キ
ギ
塾
を
閉
ず
。
タ
キ
ギ
塾
の
主
要
メ
ン

バ
ー
は
詩
誌
『
泥
質
』
を
刊
行
。
十
一
月
、
径
子
、
医
師
有
馬
恒
明

に
嫁
す
。

一
九
七
二
年
(
昭
和
四
十
七
)

七
月
、
徳
山
大
学
校
歌
作
詞
。

九
月
西
日
本
新
聞
に
「
櫨
の

青
葉
」
を
執
筆
。
十
二
月
、

「
熊
本
日
日
新
聞
」
に
連
載
随

筆
「
お
大
事
に
」
を
執
筆
開

始。

一
九
七
三
年
(
昭
和
四
十
八
)

一
月
、
「
お
大
事
に
」
執
筆

完
了
。
三
月
、
合
唱
組
曲
「
海

上
の
道
」
作
詞
(
作
曲
は
圏

伊
玖
磨
)
。
五
月
、
合
唱
組

曲
「
博
多
」
作
詞
(
作
曲
は

石
丸
寛
)

0

十
一
月
、
久
留

米
市
第
一
回
文
化
章
受
章

一
九
七
四
年
(
昭
和
四
十
九
年
)
※
三
月
久
留
米
市
文
化
功
労
章
祝
賀

会
が
開
催
(
於
ダ
イ
シ
ン
)
八
月
、
合
唱
組
曲
「
海
上
の
道
」
カ
ワ

イ
出
版
よ
り
刊
行
。
十
一
月
、
第
三
十
三
回
西
日
本
文
化
賞
受
賞
。

※
十
二
月
文
化
賞
受
賞
祝
賀
会
開
催
(
於
久
留
米
商
工
会
館
)
。

一
九
七
六
年
(
昭
和
五
十
ご
九
月
、
『
定
本
丸
山
豊
全
詩
集
』
(
創

言
社
)
刊
行
。

一
九
七
八
年
(
昭
和
五
十
三
)
三
月
、
北
筑
高
校
校
歌
作
調
。
九
月
、

『
定
本
丸
山
豊
全
散
文
集
』
刊
行
。

西日本文化賞祝賀会の丸山豊夫妻
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※
以
上
は
『
定
本
丸
山
豊
全
散
文
集
(
創
言
社
一
九
七
八
)
』
所
収
の

丸



山
豊
年
譜
」
(
自
筆
)
を
収
録
し
た
。
が
、
い
く
つ
か
事
務
局
で
追
加

し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
追
加
部
分
に
は
文
末
に
※
を
つ
け
て
い
る
。
以

下
一
九
八
九
年
ま
で
の
記
事
は
再
版
さ
れ
た
『
月
白
の
道
』
(
創
言
社

二
O
一
四
)
の
追
補
記
事
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
(
昭
和
五
十
四
)
五
月
、
合
唱
組
曲
「
大
阿
蘇
」

は
圏
伊
玖
磨
)
の
楽
譜
を
カ
ワ
イ
出
版
よ
り
刊
行
。

一
九
八

O
年
(
昭
和
五
十
五
)
七
月
「
泥
質
」
休
刊
。
久
留
米
市
に
転

居
し
て
き
た
松
原
新
一
(
当
時
の
筆
名
は
塩
野
実
)
と
の
親
交
を
持
つ
。

一
九
八
一
年
(
昭
和
五
十
六
)
二
月
、
小
郡
市
に
老
人
医
療
と
リ
ハ
ビ

リ
テ

l
シ
ョ
ン
を
主
と
す
る
丸
山
病
院
を
開
院
す
る
。
十
一
月
、
松

原
新
一
編
集
の
「
泥
群
」
創
刊
に
あ
た
っ
て
、
発
行
人
を
引
き
受
け
る
。

一
九
八
二
年
(
昭
和
五
十
七
)
二
月
、
泉
、
津
留
裕
子
と
結
婚
。
十
一

月
、
『
泥
群
』
創
刊

一
周
年
記
念
文
学
祭

に
て
講
演
「
文
学
に

お
け
る
真
実
」
(
久

留
米
市
中
央
公
民
館
)

一
九
八
三
年
(
昭
和
五
十
八
)

三
月
、
詩
集
『
球
根
』

(
国
文
社
)
を
出
版
。

六
月
、
合
唱
組
曲

「
玄
海
」
作
詞
(
作

曲
は
圏
伊
玖
磨
)
。

十
一
月
、
松
永
伍
一

の
案
内
で
京
都
旅
行

を
す
る
。

(
作
曲

左森崎和江・中央丸山豊・右松永伍一

一乗谷朝倉氏館跡

一
九
八
四
年
(
昭
和
五
十
九
)
こ
の
年
よ
り
、
松
永
伍
一
・
森
崎
和
江

と
数
度
の
国
内
旅
行
を
楽
し
む
(
八
四
年
五
月
、
四
国
松
山
・
道
後

温
泉
。
八
六
年
十
月
。
越
前
・
若
狭
。
八
七
年
五
月
、
伊
豆
)
。
七

月
二
十
日
、
野
田
宇
太
郎
が
死
去
。

一
九
八
五
年
(
昭
和
六
十
)
八
月
、
日
本
現
代
詩
文
庫
版
『
丸
山
豊
詩

集
』
(
土
曜
美
術
社
)
を
出
版
。
十
月
、
松
原
新
一
の
個
人
文
芸
誌

『
歩
行
』
第
二
号
が
「
丸
山
豊
の
世
界
」
を
特
集
す
る
。

一
九
八
六
年
(
昭
和
六
十
ご
七
月
、
野
田
宇
太
郎
の
詩
碑
「
水
鳥
」

が
小
郡
市
松
崎
に
建
立
さ
れ
る
。

一
九
八
七
(
昭
和
六
十
二
)
三
月
、
『
校
歌
会
歌
等
作
詞
集
』
(
自
家

版
)
を
出
版
。
四
月
、
小
郡
市
歌
を
作
詞
(
作
曲
は
安
永
武
一
郎
)
。

十
一
月
、
「
南
の
細
道
」
を
書
き
下
ろ
し
て
、
新
訂
増
補
版
『
月
白

の
道
』
(
創
言
社
)
を
出
版
。

一
九
八
八
年
(
昭
和
六
十
三
)
三
月
、
福
岡
県
立
美
術
館
の
特
別
展

「
イ
メ
ー
ジ
の
風
土
学
H

川
H

の
筑
後
と
が
海
d

の
筑
前
」
の
図
録

に
「
光
る
砂
、
輝
く
泥
」
を
寄
稿
す
る
。

一
九
八
九
年
(
昭
和
六
十
四
・
平
成
元
)
、
故
石
橋
正
二
郎
生
誕
百
周
年

顕
彰
実
行
委
員
長
を
務
め
る
。
三
月
、
詩
集
『
微
安
心
』
(
国
文
社
)

を
出
版
。
現
代
日
本
詩
人
全
集
『
福
岡
の
詩
人
』
(
教
育
企
画
出

版
)
に
収
録
。
六
月
、
永
年
の
詩
作
活
動
に
対
し
て
、
日
本
現
代
詩

人
会
の
「
先
達
詩
人
」
顕
彰
を
受
け
る
。
同
月
九

i
十
一
日
、
日
本

I
B
M
主
催
の
九
州
フ
ォ
ー
ラ
ム
慶
州
会
議
に
参
加
す
る
た
め
、
韓

国
を
訪
れ
る
。
八
月
七
日
(
現
地
時
間
)
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
家
族
旅
行
の

途
次
、
米
国
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
市
の
プ
ロ
ピ
デ
ン
ス
病
院
で
死
去
。
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以
下
、
丸
山
豊
氏
死
去
以
降
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あ
げ
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。
実
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会

前
事
務
局
長
の
古
賀
正
美
が
作
成
し
た
。



丸
山
豊
氏
葬
祭
及
び
告
別
式
が
石
橋

一
九
八
九
年
(
平
成
元
)
八
月
廿
日

文
化
ホ

l
ル
で
行
わ
れ
る
。

一
九
九

O
年
(
平
成
二
)
七
月
丸
山
豊
を
し
の
ぶ
一
年
祭
が
櫛
原
の
ホ
テ

ル
で
谷
口
久
久
留
米
市
長
・
作
家
森
崎
和
江
さ
ん
ら
が
出
席
し
行
わ

E
E
E
E
EE
E
E
B
RE
E
B
EE
l
i
-
-

れ
る
。
八
月
、
小
郡

・

・

・

園
田

圏

雲

咽

週

明

1
盟
諸
山
一

市
立
図
書
館
の
野
田

・
・
・
・
・
圃
・
・
田
陣
闘
同
副
函
宮
島

t
4
一
儀
宇
太
郎
文
学
資
料
館

・
・
・
・
圃

劃

圃

圃

・

闘

畑

事

一一

一
岬
で
「
野
田
宇
太
郎
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
圃
闘
部
畑
一
一一

一
同
丸
山
豊
二
人
展
」
が

-P陪hHM
附
臨
圃
・
・
・
圃
園
野
一
一
一

一
一
開
催
さ
れ
る
。
野
田

・・・・・・・・
・・・・・・・圃・・圃園・・到民活圃唐
山圃
一ホ

・
・
・
・
・
圃
圃
・
圃
畑
掴
圃
圃
掴
園
田
磁
府

九白

一
化
の
七
回
忌
・
丸
山
の

・

・

・

・

・

田

園

血

盟

組

問

一

一
樹
一
周
忌
を
記
念
し
た

圃
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

-
ιr一山
一
z

も
の
。

・
・
・
・
園
田
圏
直
園
冨
陶
困
圃
・
・
明
弘
関

山

一

一
九
九
一
年
(
平
成
一
一
一
)

E
E
B
E
BE
E
-
-h
S
E
E
I
l
i
-
-

九
月
、
丸
山
豊
詩
碑

建
設
委
員
会
(
浦
園
繁
会
長
)
の
発
起
人
会
が
開
催
さ
れ
、
十
月
か

ら
募
金
を
開
始
し
、
翌
年
八
月
に
詩
碑
建
設
を
始
め
る
。

一
九
九
一
年
(
平
成
三
)
十
一
月
、
丸
山
豊
詩
碑
除
幕
式
が
、
百
年
公
園

内
の
詩
碑
前
で
行
わ
れ
る
。

一
九
九
一
年
(
平
成
三
)
十
二
月
、
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
実
行
委
員
会

第
一
回
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。

一
九
九
二
年
(
平
成
田
)
三
月
、
第
一
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
が
谷
川

俊
太
郎
の
詩
集
「
女
に
」
に
授
与
さ
れ
る
。
贈
呈
式
で
、
安
西
均
が

「
丸
山
豊
を
し
の
ん
で
」
の
記
念
講
演
を
行
う
。

一
九
九
三
年
(
平
成
五
)
三
月
、
第
二
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
が
伊
藤

信
吉
の
詩
集
『
上
州
お
た
く
ら
私
の
方
言
詩
集
』
に
授
与
さ
れ

る。

一
九
九
三
年

(
平
成
五
)
三
月
、

福
岡
県
詩
人
会
に
よ
っ
て

『
復
刻
版
母

音
』
(
創
言
杜
)
が
刊
行
さ
れ
る
。

一
九
九
四
年
(
平
成
六
)
三
月
、
第

三
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
を

加
島
祥
造
・
新
川
和
江
の
詩
集

『
潮
の
庭
か
ら
』
が
受
賞
す
る
。

こ
の
年
か
ら
、
贈
呈
式
当
日
の

午
前
中
に
久
留
米
百
年
公
園
に

あ
る
丸
山
豊
詩
碑
前
で
「
母
音

祭
」
を
開
催
。

一
九
九
五
年
(
平
成
七
)
三
月
、
第

四
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
を

朝
倉
勇
の
詩
集
『
鳥
の
歌
』
が

受
賞
す
る
。
同
日
午
前
中
、
丸

山
豊
詩
碑
前
で
第
二
回
母
音
祭
が
開
催
さ
れ
る
。
母
音
賞
を
受
賞
し

た
小
中
学
生
が
詩
を
朗
読
。

一
九
九
六
年
(
平
成
八
)
三
月
、
第
五
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
を
み
ず

か
み
か
ず
よ
の
詩
集
『
い
の
ち
』
が
受
賞
。
第
三
回
母
音
祭
が
詩
碑

前
で
開
催
さ
れ
る
。

一
九
九
七
年
(
平
成
九
)
三
月
、
第
六
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
を
安
永

稔
和
の
詩
集
『
秋
山
抄
』
が
受
賞
。
受
賞
式
は
久
留
米
市
庁
舎
2
階

く
る
み
ホ

l
ル
で
開
催
。
第
四
回
母
音
祭
が
同
日
に
碑
前
で
開
催
さ

れ
る
。

一
九
九
八
年
(
平
成
十
)
三
月
、
第
七
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
を
相
津

史
郎
の
詩
集
『
夷
歌
』
が
受
賞
。
贈
呈
式
は
久
留
米
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
ピ
ル
で
開
催
。
第
五
回
母
音
祭
が
碑
前
で
開
催
さ
れ
る
。

一
九
九
九
年
(
平
成
+
ご
五
月
、
第
八
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
を
野

田
寿
子
の
詩
集
『
母
の
耳
』
が
受
賞
。

ニ
O
O
O
年
(
平
成
十
二
)
五
月
、
第
九
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
を
高

百年公園詩碑除幕式
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良
留
美
子
の
詩
集
『
風
の
夜
』
が

受
賞
す
る
。

ニ
O
O
一
年
(
平
成
十
三
)
五
月
、
第

十
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
を
高

橋
順
子
の
詩
集
『
貧
乏
な
椅
子
』

が
受
賞
。

ニ
O
O
二
年
(
平
成
十
四
)
五
月
、
第

十
一
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
を

ま
ど
・
み
ち
お
の
詩
集
「
う
め
ぼ

し
リ
モ
コ
ン
」
が
受
賞
。
贈
呈
式

で
川
崎
洋
・
森
崎
和
江
・
丸
山
泉

に
よ
っ
て
「
丸
山
豊
先
生
の
思
い

で
」
と
い
う
特
別
対
談
が
行
わ
れ
た
。

ニ
O
O
三
年
(
平
成
十
五
)
五
月
、
第
十
二
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
を

金
井
雄
二
の
詩
集
『
今
、
ぼ
く
が
死
ん
だ
ら
』
が
受
賞
。

ニ
O
O
四
年
(
平
成
十
六
)
五
月
、
第
十
三
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
を

中
上
哲
夫
の
詩
集
『
エ
ル
ヴ
イ
ス
が
死
ん
だ
日
の
夜
』
が
受
賞
。

ニ
O
O
四
年
(
平
成
十
六
)
十
二
月
、
久
留
米
大
学
校
歌
五
十
周
年
記
念

「
丸
山
豊
詩
と
こ
こ
ろ
」
が
久
留
米
大
学
筑
水
会
館
で
開
催
さ
れ

る
。
森
崎
和
江
と
山
本
源
太
が
「
丸
山
豊
詩
と
こ
こ
ろ
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
対
談
を
行
っ
た
。
あ
わ
せ
て
、
丸
山
泉
よ
り
丸
山
豊
蔵

書
約
八
千
点
が
久
留
米
大
学
御
井
図
書
館
「
筑
後
文
化
資
料
室
」
へ

寄
贈
さ
れ
た
。

ニ
O
O
五
年
(
平
成
十
七
)
五
月
、
第
十
四
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
を

森
崎
和
江
の
詩
集
『
さ
さ
笛
ひ
と
つ
』
が
受
賞
。

ニ
O
O
六
年
(
平
成
十
八
)
七
月
、
第
十
五
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
を

西
沢
杏
子
の
詩
集
『
ズ
レ
る
?
』
が
受
賞
。

ニ
O
O
七
年
(
平
成
十
九
)
五
月
、
第
十
六
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
を

母音祭で詩を朗読する児童(事務局撮影)

井
川
博
年
の
詩
集
『
幸
福
』
が
受
賞
。

ニ
O
O
八
年
(
平
成
二
十
)
五
月
、
第
十
七
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
を

古
賀
忠
昭
の
詩
集
『
血
の
た
ら
ち
ね
」
が
受
賞
。

ニ
O
O
九
年
(
平
成
二
十
ご
五
月
、
第
十
八
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞

を
中
本
道
代
の
詩
集
『
花
と
死
王
』
が
受
賞
。

ニ
O
O
九
年
(
平
成
二
十
ご
十
二
月
、
久
留
米
連
合
文
化
会
創
立
六
十

周
年
記
念
行
事
と
し
て
山
本
源
太
・
鍋
島
幹
夫
・
松
原
新
一
の
鼎
談

「
丸
山
豊
|
詩
的
行
動
を
め
ぐ
っ
て

l
」
が
久
留
米
市
立
中
央
図
書

館
で
開
催
さ
れ
る
。

ニ
O
一
O
年
(
平
成
二
十
二
)
五
月
、
第
十
九
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞

を
文
月
悠
光
の
詩
集
『
適
切
な
世
界
の
適
切
な
ら
ざ
る
私
』
が
受
賞
。

ニ
O
一
O
年
(
平
成
二
十
二
)
五
月
、
丸
山
泉
、
『
父
の
話
法
』
(
石
風

社
)
を
刊
行
。

ニ
O
一
一
年
(
平
成
二
十
三
)
五
月
、
第
二
十
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞

を
佐
々
木
安
美
の
詩
集
『
新
し
い
浮
子
古
い
浮
子
』
が
受
賞
。

ニ
O
一
二
年
(
平
成
二
十
四
)
五
月
、
第
二
十
一
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩

賞
を
市
原
千
佳
子
の
詩
集
『
月
し
る
べ
』
が
受
賞
。

ニ
O
一
二
年
(
平
成
二
十
四
)
松
原
新
一
編
著
で
『
丸
山
豊
の
声
|
輝
く

泥
土
の
国
か
ら
|
』
(
弦
書
房
)
が
刊
行
さ
れ
る
。

ニ
O
二
ニ
年
(
平
成
二
十
五
)
五
月
、
第
二
十
二
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩

賞
を
秋
亜
締
羅
の
詩
集
『
透
明
海
岸
か
ら
烏
の
島
ま
で
』
が
受
賞
。

ニ
O
一
四
年
(
平
成
二
十
六
)
五
月
、
第
二
十
三
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩

賞
を
鈴
木
志
郎
康
の
詩
集
『
ベ
チ
ャ
プ
ル
詩
人
』
が
受
賞
。

ニ
O
一
四
年
(
平
成
二
十
六
)
一
月
、
『
月
白
の
道
』
が
創
言
社
か
ら
再

版
さ
れ
る
。

ニ
O
一
五
年
(
平
成
二
十
七
)
一
月
、
『
文
芸
春
秋
』
戦
後
七
十
年
企
画

「
太
平
洋
戦
争
の
肉
声
②
悲
風
の
大
決
戦
」
で
ミ

l
ト
キ

l
ナ
攻
防

戦
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
丸
山
豊
の
「
月
白
の
道
」
が
抄
録
で
掲
載
さ
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れ
る
。

二
O
一
五
年
(
平
成
二
十
七
)
王
月、

第
二
十
四
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩

賞
を
若
尾
健
武
の
詩
集
「
流
れ
も
せ
ん
で
、
在
る
だ
け
の
川
」
が
受

賞
。

二
O
一
六
年
(
平
成
二
十
八
)
一
二
月
、
筑
後
地
場
文
化
誌
「
あ
げ
な
ど
げ

な
」
春
号
に
「
丸
山
豊
生
誕
百
年
記
念
特
集
」
が
掲
載
さ
れ
る
。

二
O
一
六
年
(
平
成
二
十
八
)
七
月
、
第
二
十
五
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩

賞
を
白
井
明
大
の
詩
集
「
生
き
よ
う
と
生
き
る
ほ
う
へ
」
が
受
賞
。

=
o
一
六
年
(
平
成
=
十
八
)
十
月
、
第
二
十
八
回
丸
山
豊
記
念
現
代
詩

賞
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、
実
行
委
員
会
の
解
散
を
決
定
す
る
。

〈付
記
〉

資
料
の
保
存
と
閲
覧
に
つ
い
て

丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
を
受
賞
し
た
第
一
回
か
ら
二
十
五
固
ま
で
の
全

詩
集
二
十
五
冊
は
久
留
米
市
立
中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

『定
本
丸
山
豊
全
詩
集
』
(
創
言
社

一
九
七
六
年
)
『
定
本
丸
山
豊
全
散

文
集
』
(
創
言
社
一
九
七
八
年
)
、
従
軍
さ
れ
た
戦
争
経
験
を
語
る
珠
玉

の
随
筆
で
あ
る

『
月
白
の
道
』
(
創
言
社
一
九
七

O
年
、
新
訂
増
補
版

一

九
八
七
年
)
な
ど
関
連
図
書
も
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
閲
覧
な
ど
は
市

立
中
央
図
書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
書
に
収
録
し
た
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
実
行
委
員
会
の
事
績
お
よ
び

各
回
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
チ
ラ
シ
等
は
公
益
財
団
法
人
久
留
米
文
化
振
興
会

が
事
務
局
を
担
当
し
た
経
緯
か
ら
、
同
振
興
会
が
保
管
し
て
お
り
、
閲
覧

な
ど
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
連
絡
を
い
た
だ
く
こ
と
で
公
開
が

可
能
な
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
丸
山
豊
の
生
涯
や
詩
業
を
示
す
写
真
パ
ネ

ル
も
加
数
枚
を
所
蔵
し
て
お
り
、
展
示
な
ど
に
利
用
も
可
能
で
あ
る
。

丸
山
豊
氏
の
蔵
書
約
八
千
点
は
二

O
O
四
年
(
平
成
十
六
)
に
丸
山
泉

氏
か
ら
久
留
米
大
学
御
井
図
書
館
「
筑
後
文
化
資
料
室
」
へ
寄
贈
さ
れ
て

い
る
。
丸
山
豊
氏
の
業
績
を
考
え
る
時
、
必
ず
依
拠
す
べ
き
資
料
群
で
あ

る
。
閲
覧
な
ど
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
大
学
図
書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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